
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上山市議会会議録 
 

第５２８回定例会 

本会議最終日 

（令和４年１２月１４日） 
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  令和４年１２月１４日（水曜日）  午前１０時 開議 

 

    ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～    

議事日程第３号 

    令和４年１２月１４日（水曜日）午前１０時 開議 

 

      （総務文教常任委員長報告） 

日程第 １ 議第５７号 上山市個人情報の保護に関する法律施行条例の制定について 

日程第 ２ 議第５８号 上山市職員の定年等に関する条例の一部を改正する条例の制定について 

日程第 ３ 議第５９号 上山市過疎地域における固定資産税の課税免除に関する条例の制定につ

いて 

日程第 ４ 議第６１号 上山市消防団条例の一部を改正する条例の制定について 

日程第 ５ 議第６２号 上山市過疎地域持続的発展計画について 

日程第 ６ 議第６５号 上山市蔵王坊平総合交流促進施設、蔵王グリーングラウンド及び蔵王高

原坊平クロスカントリーコースの指定管理者の指定について 

日程第 ７ 議第６６号 蔵王猿倉イベントパークの指定管理者の指定について 

日程第 ８ 議第６７号 上山市体育文化センター、市民総合運動広場、南部体育館、市民多目的

運動広場、市民テニスコート、中山体育館、中山運動広場、上山市生

涯学習センター及び上山南部地区農業者等トレーニングセンターの指

定管理者の指定について 

 

      （産業厚生常任委員長報告） 

日程第 ９ 議第５６号 上山市印鑑条例の一部を改正する条例の制定について 

日程第１０ 議第６０号 上山市水道企業職員の給与の種類及び基準に関する条例の一部を改正す

る条例の制定について 

日程第１１ 議第６３号 上山市総合子どもセンター「めんごりあ」の指定管理者の指定について 

日程第１２ 議第６４号 上山市立上山城の指定管理者の指定について 

 

      （予算特別委員長報告） 

日程第１３ 議第５４号 令和４年度上山市一般会計補正予算（第８号） 

日程第１４ 議第５５号 令和４年度上山市下水道事業会計補正予算（第１号） 

 

      （閉会中継続審査申出） 
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日程第１５ 請願第１号の継続審査の申し出について 

日程第１６ 請願第２号の継続審査の申し出について 

日程第１７ 請願第４号の継続審査の申し出について 

 

      （追加議案） 

日程第１８ 議第６８号 上山市一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の制定に 

ついて 

日程第１９ 議第６９号 上山市特別職に属する者の給与に関する条例の一部を改正する条例の制 

定について 

日程第２０ 議第７０号 上山市手数料条例の一部を改正する条例の制定について 

日程第２１ 議第７１号 令和４年度上山市一般会計補正予算（第９号） 

    （閉  会） 

 

                                             

本日の会議に付した事件 

 日程第１から日程第１２まで 

 議会案第３号 議第６４号議案「上山市立上山城の指定管理者の指定について」に対する附帯決

議について 

 日程第１３から日程第２１まで 
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出 欠 席 議 員 氏 名 

出席議員（１５人） 

  １番   長  澤  長右衛門  議員    ２番   石  山  正  明  議員 

  ３番   佐  藤  光  義  議員    ４番   守  岡     等  議員 

  ５番   髙  橋  要  市  議員    ６番   棚  井  裕  一  議員 

  ７番   谷  江  正  照  議員    ８番   尾  形  み ち 子  議員 

  ９番   川  口     豊  議員   １０番   中  川  と み 子  議員 

 １１番   神  保  光  一  議員   １２番   枝  松  直  樹  議員 

 １３番   川  崎  朋  巳  議員   １４番   髙  橋  義  明  議員 

 １５番   大  沢  芳  朋  議員 

 

欠席議員（０人） 
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説 明 の た め 出 席 し た 者 

 

横  戸  長 兵 衛 市 長  山  本  幸  靖 副 市 長 

菊  地  智  博 庶務課副主幹  冨  士  英  樹 市政戦略課長 

鈴  木  英  夫 財 政 課 長  前  田  豊  孝 税 務 課 長 

佐  藤     毅 市民生活課長  鈴  木  直  美 健康推進課長 

鏡     裕  一 福 祉 課 長  大  澤  泰  雄 子ども子育て課長 

佐  藤  和  明 商工課副主幹  安  田  紀  之 
観光・ブランド 
推 進 課 長 

漆  山     徹 
農林夢づくり課長 
（併）農業委員会 
事 務 局 長 

 横  戸  利  平 建 設 課 長 

須  貝  信  亮 上下水道課長  武  田     浩 
会 計 管 理 者 
( 兼 ) 会 計 課 長 

黒  田  彰  久 消 防 長  横  戸     隆 
教 育 委 員 会 
教 育 長 

土  屋  光  博 
教 育 委 員 会 
管 理 課 長  塚  原  洋  樹 

教 育 委 員 会 
学 校 教 育 課 長 

高  橋  秀  典 
教 育 委 員 会 
生 涯 学 習 課 長  舟  越  信  弘 

教 育 委 員 会 
スポーツ振興課長 

板  垣  郁  子 
選挙管理委員会 
委 員 長  花  谷  和  男 

農 業 委 員 会 
会 長 

大  和     啓 監 査 委 員  鈴  木  淳  子 
監 査 委 員 
事 務 局 長 

 

                                             

事 務 局 職 員 出 席 者 

 

金  沢  直  之 事 務 局 長  鈴  木  淳  一 副 主 幹 

伊  藤  寛  人 主 査  齋  藤  理  恵 主 任 
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開  議 

 

○長澤長右衛門議長 出席議員は定足数に達し

ておりますので、これより直ちに会議を開きま

す。 

 本日の会議は、お手元に配付いたしておりま

す議事日程第３号によって進めます。 

 初めに、本日の議事運営について議会運営委



－９８－ 

員長の報告を求めます。 

 議会運営委員長髙橋義明議員。 

〔髙橋義明議会運営委員長 登壇〕 

○髙橋義明議会運営委員長 おはようございま

す。 

 去る１２月１２日、議会運営委員会を開き、

本日の議事日程第３号について協議いたしまし

た。その結果について御報告を申し上げます。 

 初めに、付託事件の審査結果の報告でありま

すが、総務文教及び産業厚生常任委員長、続い

て予算特別委員長の順に報告を願い、それぞれ

議決することにいたしました。 

 次に、請願３件について、所管の常任委員長

から閉会中の継続審査の申出があるため、これ

を議決することにいたしました。 

 最後に、追加議案でありますが、市長提案の

議案４件については、それぞれ提案理由の説明

の後、委員会付託を省略して議決することとし、

その後、今期定例会を閉会することにいたしま

した。 

 議事日程の詳細は、お手元に配付のとおりで

あります。 

 議員各位の御協力をよろしくお願い申し上げ、

以上で報告を終わります。 

○長澤長右衛門議長 お諮りいたします。 

 本日の議事運営は、ただいまの議会運営委員

長報告のとおり進めることに御異議ありません

か。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○長澤長右衛門議長 御異議なしと認めます。 

 よって、議会運営委員長報告のとおり進める

ことに決しました。 

 

  ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～   

 日程第１ 議第５７号 上山市個人 

      情報の保護に関する法律 

      施行条例の制定について 

      外７件 

      （総務文教常任委員長報告） 

 

○長澤長右衛門議長 日程第１、議第５７号か

ら日程第８、議第６７号までの計８件を一括議

題といたします。 

 総務文教常任委員長の報告を求めます。 

 総務文教常任委員長棚井裕一議員。 

〔棚井裕一総務文教常任委員長 登壇〕 

○棚井裕一総務文教常任委員長 今期定例会に

おいて、総務文教常任委員会に付託されました

議案８件について、審査いたしました経過並び

に結果について御報告申し上げます。 

 最初に、議第５７号上山市個人情報の保護に

関する法律施行条例の制定について申し上げま

す。 

 本件は、個人情報の保護に関する法律が地方

公共団体に適用されることに伴い、必要な事項

を定めるため提案されたものであります。 

 その内容は、個人情報の保護に関する法律が

改正され、地方公共団体に法の規定が適用され

ることから、これまで個人情報の取扱い等につ

いて独自に定めていた上山市個人情報保護条例

の全部を改正し、法において各自治体が独自で

規定することが許容される事項として、個人情

報取扱事務の登録、開示請求の決定までの期限、

開示請求の特例で口頭の申請により、個人情報

を開示することや、開示等請求に関する手数料

などについて定めるほか、これまで条例におい

て定めていた公益上の必要があり、個人情報を

本人以外から収集することなどについて、上山

市個人情報保護運営審議会に諮問しているもの

を、法の適用により審議会への諮問はせず、国
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のガイドラインで示されたものに限り行うこと

ができるものとするものであります。 

 このほか、上山市個人情報公開条例について、

引用条項等の整理及び文言の削除を行うもので、

令和５年４月１日から施行するとの説明であり

ます。 

 委員会では、開示請求の特例である口頭の申

請方法について、身分証の提示での確認により

個人情報を開示するものなのかただしたところ、

これまでと同様、顔写真つきの証明書で本人確

認を行い、開示するものであるとの答弁を了承

し、本件は原案のとおり可決すべきものと決し

ました。 

 次に、議第５８号上山市職員の定年等に関す

る条例の一部を改正する条例の制定について申

し上げます。 

 本件は、地方公務員法の一部改正に伴い、職

員の定年引上げに関する必要な改正を行うため

提案されたものであります。 

 その内容は、職員の定年を年齢６０年から６

５年に改正するもので、経過措置として令和５

年４月１日から令和７年３月３１日までは６１

年、令和７年４月１日から令和９年３月３１日

までは６２年、令和９年４月１日から令和１１

年３月３１日までは６３年、令和１１年４月１

日から令和１３年３月３１日までは６４年と、

段階的に引き上げるものであります。 

 また、管理監督職勤務上限年齢制を導入し、

その上限年齢を６０年とするものであります。

さらに、６０年以後に退職した職員を本人の希

望で短時間勤務の職に再任用する定年前再任用

短時間勤務制を追加するほか、情報の提供及び

勤務の意思の確認規定を追加するものでありま

す。 

 このほか、必要な条文の整理等を行うもので、

令和５年４月１日から施行するものであります

が、施行日の前日までの間に令和５年度中に６

０年に達する職員に対し、情報の提供及び勤務

の意思の確認をするよう努めるものとの規定は

公布の日から施行するものであります。 

 また、定年退職者等の再任用に関する経過措

置についてでありますが、定年引上げ期間にお

いては６５年まで再任用ができるよう、現行の

再任用制度と同様の暫定再任用制度を実施する

ものであります。 

 このほか、上山市職員の再任用に関する条例

を廃止するとともに、上山市公益的法人等への

職員の派遣等に関する条例、上山市人事行政の

運営等の状況の公表に関する条例、上山市職員

の懲戒の手続及び効果に関する条例、上山市職

員の勤務時間、休暇等に関する条例、上山市職

員の育児休業等に関する条例、上山市一般職の

職員の給与に関する条例については、それぞれ

引用条項等の改正や文言の整理等を行うもので

あります。 

 なお、上山市一般職の職員の給与に関する条

例附則において、定年引上げ後の給与について

は、当分の間６０年に達した日後最初の４月１

日以後、その前日に受けていた給料月額の７割

水準とするものであり、役職定年制の適用を受

ける職員については、新たに格付された給料月

額の７割水準の額を基礎額とし、６０年に達し

た日後最初の４月１日の前日に受けていた給料

月額の７割水準との差額を調整額とし、基礎額

と調整額の合計を給料月額として支給すると定

めるものであるとの説明を了承し、本件は原案

のとおり可決するべきものと決しました。 

 次に、議第５９号上山市過疎地域における固

定資産税の課税免除に関する条例の制定につい

て申し上げます。 
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 本件は、過疎地域持続的発展市町村計画に記

載された産業振興促進区域内において、製造業、

情報サービス業等、農林水産物等販売業、また

は旅館業の用に供する設備の取得等をした者に

対し、固定資産税の課税免除を行うため提案さ

れたものであります。 

 その内容は、本市が過疎地域に指定されたこ

とに伴い、振興すべきと定められた製造業、旅

館業、情報サービス業等、農林水産物等販売業

を営み、青色申告書を提出する個人事業主また

は法人が、令和４年４月１日から令和６年３月

３１日までの間に業種の資本規模に応じて、投

資額がそれぞれ５００万円以上から２，０００

万円以上までの取得、製造、建設した建物・附

属設備、償却資産、土地について、課税初年度

から３年間、固定資産税を課税免除するもので、

公布の日から施行するとの説明であります。 

 委員会では、ワインの郷として本市で振興し

ているワイナリーは対象となるのかただしたと

ころ、主に本市産のワイン用ブドウで製造する

ワイナリーは対象となるとの答弁を了承し、本

件は原案のとおり可決すべきものと決しました。 

 次に、議第６１号上山市消防団条例の一部を

改正する条例の制定について申し上げます。 

 本件は、少子高齢化や人口減少等の社会情勢

変化に伴い、消防団組織の再編成及び団員の処

遇改善を行うため提案されたものであります。 

 その内容は、災害のみに従事する機能別消防

団員を廃止するとともに、消防団員の定数を７

９１人から６０３人とするほか、年額報酬を団

長は１０万４，０００円から１２万７，０００

円に、副団長は６万６，０００円から９万６，

０００円に、分団長は４万５，０００円から５

万円に、副分団長は３万７，０００円から４万

５，０００円に、部長は３万１，０００円から

３万９，０００円に、班長は２万４，０００円

から３万８，０００円に、団員は１万７，００

０円から３万６，５００円にそれぞれ引き上げ

るものであります。 

 また、これまでの出勤手当を出動報酬・災害

に、訓練手当、警戒手当を出動報酬・災害以外

に改めるとともに、その額を災害は２時間まで

２，０００円、２時間を超え４時間まで４，０

００円、４時間を超え８時間まで８，０００円

に、災害以外は２，０００円に改定するほか、

必要な条文や字句の整理及び文言の削除を行う

もので、令和５年４月１日から施行するとの説

明であります。 

 委員会では、年額報酬の増額について、本市

独自の上乗せはあるのかただしたところ、国で

定めている基準や東南村山管内の状況を踏まえ

たものであるとの答弁を了承し、本件は原案の

とおり可決すべきものと決しました。 

 次に、議第６２号上山市過疎地域持続的発展

計画について申し上げます。 

 本件は、過疎地域持続的発展市町村計画の策

定に関し、上山市過疎地域持続的発展計画を策

定するため、過疎地域の持続的発展の支援に関

する特別措置法第８条第１項の規定により提案

されたものであります。 

 その内容は、本市が過疎地域に指定されたこ

とから、過疎地域の持続的発展のため、令和４

年４月１日から令和８年３月３１日までの４か

年を計画期間とし、移住・定住・地域間交流の

促進、人材育成や再生可能エネルギーの利用の

推進などの持続的発展のための基礎目標等につ

いて定めたもので、それぞれの事項に係る現況

と課題、その対策、事業計画、公共施設等総合

管理計画との整合等については、第７次上山市

振興計画及び既存の個別計画等に基づいて定め
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たものであります。 

 このほか、過疎地域内に企業を誘致、育成す

ることによる所得水準の向上と、雇用機会の拡

大や過疎地域内の産業の振興を図るため、税制

上の優遇措置について定めたもので、さらにそ

の内容については、パブリックコメント、山形

県との協議を経て定めたものとの説明でありま

す。 

 委員会では、今後新たな事業等について、事

業計画に定めることは可能なのかただしたとこ

ろ、策定予定の第８次上山市振興計画等によっ

て必要な場合は変更する考えであるとの答弁を

了承し、本件は原案のとおり可決すべきものと

決しました。 

 次に、議第６５号上山市蔵王坊平総合交流促

進施設、蔵王グリーングラウンド及び蔵王高原

坊平クロスカントリーコースの指定管理者の指

定について申し上げます。 

 本件は、上山市蔵王坊平総合交流促進施設、

蔵王グリーングラウンド及び蔵王高原坊平クロ

スカントリーコースの指定管理者を指定するた

め、地方自治法第２４４条の２第６項の規定に

より提案されたものであります。 

 その内容は、令和５年４月１日から令和１０

年３月３１日までの５年間、上山市蔵王坊平総

合交流促進施設、蔵王グリーングラウンド及び

蔵王高原坊平クロスカントリーコースの指定管

理者に蔵王ライザワールド株式会社を指定する

ものであります。 

 なお、指定管理者の選定に当たり、公募を行

ったところ、２法人からの申請があり、上山市

公の施設の指定管理者選定委員会において審査

した結果、これまでの運営実績とノウハウを生

かし、安定した施設運営やスポーツ庁によるナ

ショナルトレーニングセンター指定業務委託に

適正に対応が可能とのことから、指定管理者候

補者として選定したとの説明を了承し、本件は

原案のとおり可決すべきものと決しました。 

 次に、議第６６号蔵王猿倉イベントパークの

指定管理者の指定について申し上げます。 

 本件は、蔵王猿倉イベントパークの指定管理

者を指定するため、地方自治法第２４４条の２

第６項の規定により提案されたものであります。 

 その内容は、令和５年４月１日から令和１０

年３月３１日までの５年間、蔵王猿倉イベント

パークの指定管理者に特定非営利活動法人蔵王

鉱山の歴史を語り継ぐ会を指定するものであり

ます。 

 なお、指定管理者の選定に当たり、公募を行

ったところ、１法人からのみ申請があり、上山

市公の施設の指定管理者選定委員会において審

査した結果、同法人はこれまでの経過から施設

に縁が深く、施設周辺の環境の保全を図る活動

をしている法人であり、熱意のある施設運営や、

観光施設と連携した集客が見込めることから、

指定管理者候補者として選定したとの説明を了

承し、本件は原案のとおり可決すべきものと決

しました。 

 最後に、議第６７号上山市体育文化センター、

市民総合運動広場、南部体育館、市民多目的運

動広場、市民テニスコート、中山体育館、中山

運動広場、上山市生涯学習センター及び上山南

部地区農業者等トレーニングセンターの指定管

理者の指定について申し上げます。 

 本件は、上山市体育文化センター、市民総合

運動広場、南部体育館、市民多目的運動広場、

市民テニスコート、中山体育館、中山運動広場、

上山市生涯学習センター及び上山南部地区農業

者等トレーニングセンターの指定管理者を指定

するため、地方自治法第２４４条の２第６項の
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規定により提案されたものであります。 

 その内容は、令和５年４月１日から令和１０

年３月３１日までの５年間、上山市体育文化セ

ンター、市民総合運動広場、南部体育館、市民

多目的運動広場、市民テニスコート、中山体育

館、中山運動広場、上山市生涯学習センター及

び上山南部地区農業者等トレーニングセンター

の指定管理者に、シンコースポーツ株式会社を

指定するものであります。 

 なお、指定管理者の選定に当たり、公募を行

ったところ、２法人からの申請があり、上山市

公の施設の指定管理者選定委員会において審査

した結果、全国での公共スポーツ施設の指定管

理実績を生かし、利用者サービスの向上のため

多彩な自主事業の実施や、トレーニングルーム

の時間延長などの新しい視点での事業の取組に

期待できるとのことから、指定管理者候補者と

して、選定したとの説明であります。 

 委員会では、慎重に審査を行ったところであ

りますが、地元採用や労務管理に対する懸念が

払拭できないとの意見や、企業の努力による指

定管理料の縮減や、新たな自主事業の提案によ

り、地域活性化が図られるとの意見が出され、

起立採決の結果、賛成多数により本件は原案の

とおり可決すべきものと決しました。 

 以上で報告を終わります。 

○長澤長右衛門議長 これより質疑に入ります。 

 質疑があれば発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○長澤長右衛門議長 質疑はないものと認めま

す。 

 次に、討論に入ります。 

 通告がありませんので、討論はないものと認

めます。 

 よって、採決いたします。 

 採決は区分して行います。 

 初めに、議第５７号議案、議第５８号議案、

議第５９号議案、議第６１号議案、議第６２号

議案及び議第６５号議案の計６件について採決

いたします。 

 総務文教常任委員長報告の議案６件は原案可

決でありますが、総務文教常任委員長報告のと

おり決することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○長澤長右衛門議長 御異議なしと認めます。 

 よって、総務文教常任委員長報告のとおり決

しました。 

 次に、議第６６号議案について採決いたしま

す。 

 総務文教常任委員長報告は原案可決でありま

すが、総務文教常任委員長報告のとおり決する

ことに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○長澤長右衛門議長 御異議なしと認めます。 

 よって総務文教常任委員長報告のとおり決し

ました。 

 次に、議第６７号議案について採決いたしま

す。 

 総務文教常任委員長報告は、原案可決であり

ますが、総務文教常任委員長報告のとおり決す

ることに賛成の議員の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○長澤長右衛門議長 起立多数。 

 よって、総務文教常任委員長報告のとおり決

しました。 
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 日程第９ 議第５６号 上山市印鑑 

      条例の一部を改正する条 

      例の制定について外３件 



－１０３－ 

      （産業厚生常任委員長報告） 

 

○長澤長右衛門議長 日程第９、議第５６号か

ら日程第１２、議第６４号までの計４件を一括

議題といたします。 

 産業厚生常任委員長の報告を求めます。 

 産業厚生常任委員長佐藤光義議員。 

〔佐藤光義産業厚生常任委員長 登壇〕 

○佐藤光義産業厚生常任委員長 今期定例会に

おいて、産業厚生常任委員会に付託されました

議案４件について審査いたしました経過並びに

結果について御報告申し上げます。 

 最初に、議第５６号上山市印鑑条例の一部を

改正する条例の制定について申し上げます。 

 本件は、コンビニ交付の導入に伴い、マイナ

ンバーカードを利用した印鑑登録証明の申請方

法について、必要な改正を行うため提案された

ものであります。 

 その内容は、コンビニ交付で印鑑登録証明の

取得が可能となることに伴い、マイナンバーカ

ードを所有する利用者が本市の電子計算機と電

気通信回線で接続された地方自治体及び民間事

業者等が設置した端末機を操作することで、印

鑑登録証明を申請し交付を受けることができる

ようにするための改正を行うもので、公布の日

から施行するとの説明を了承し、本件は原案の

とおり可決すべきものと決しました。 

 次に、議第６０号上山市水道企業職員の給与

の種類及び基準に関する条例の一部を改正する

条例の制定について申し上げます。 

 本件は、地方公務員法の一部改正に伴い、必

要な改正を行うため提案されたものであります。 

 その内容は、職員の定年年齢の引上げに伴い、

６０年以後に退職した職員を定年までの間、短

時間勤務の職として再任用することを可能とす

る定年前再任用短時間勤務制が導入されること

から、再任用職員の規定を定年前再任用短時間

勤務職員に改めるもので、令和５年４月１日か

ら施行するとの説明を了承し、本件は原案のと

おり可決すべきものと決しました。 

 次に、議第６３号上山市総合子どもセンター

「めんごりあ」の指定管理者の指定について申

し上げます。 

 本件は、上山市総合子どもセンター「めんご

りあ」の指定管理者を指定するため、地方自治

法第２４４条の２第６項の規定により提案され

たものであります。 

 その内容は、令和５年４月１日から令和１０

年３月３１日までの５年間、上山市総合子ども

センター「めんごりあ」の指定管理者に、東京

ドームグループ株式会社東京ドームを指定する

ものであります。 

 なお、指定管理者の選定に当たり、公募を行

ったところ、１団体からのみ申請があり、上山

市公の施設の指定管理者選定委員会において審

査した結果、申請者が地域創生や地域と一体と

なった施設づくりを目指すことや、これまでの

５年間で築いてきたノウハウを生かし、本市に

合う事業を展開していく計画となっていること

から、指定管理者候補者として選定したとの説

明であります。 

 委員会では、指定管理料の縮減についてただ

したところ、ニーズを考慮した事業見直しや、

休業日を増やすなど、人件費の縮減を図り、指

定管理料の削減にも取り組んでいるとの答弁を

了承し、本件は原案のとおり可決すべきものと

決しました。 

 最後に、議第６４号上山市立上山城の指定管

理者の指定について申し上げます。 

 本件は、上山市立上山城の指定管理者を指定



－１０４－ 

するため、地方自治法第２４４条の２第６項の

規定により提案されたものであります。 

 その内容は、令和５年４月１日から令和１０

年３月３１日までの５年間、上山市立上山城の

指定管理者に公益財団法人上山城郷土資料館を

指定するものであります。 

 なお、指定管理者の選定に当たり公募を行っ

たところ、１団体からのみ申請があり、上山市

公の施設の指定管理者選定委員会において審査

した結果、市のランドマークとして市民や観光

客の来館者数を増やす取組や、観光客の満足度

の向上、上山城や周辺地域での滞在時間を増や

すための創意工夫が見られることから、指定管

理者候補者として選定したとの説明であります。 

 委員会では、本事業者の積極的事業展開が高

く評価されている一方で、業務体制等へ様々な

意見があることを考慮し、附帯決議を行うこと

で本件は原案のとおり可決すべきものと決しま

した。 

 以上で報告を終わります。 

○長澤長右衛門議長 これより質疑に入ります。 

 質疑があれば発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○長澤長右衛門議長 質疑はないものと認めま

す。 

 次に、討論に入ります。 

 通告がありませんので、討論はないものと認

めます。 

 よって、採決いたします。 

 産業厚生常任委員長報告の議案４件は、原案

可決でありますが、産業厚生常任委員長報告の

とおり決することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○長澤長右衛門議長 御異議なしと認めます。 

 よって、産業厚生常任委員長報告のとおり決

しました。 

 この際、暫時休憩いたします。 

    午前１０時３１分 休 憩 

                  

    午前１０時４５分 開 議 

○長澤長右衛門議長 休憩前に引き続き会議を

開きます。 

 ただいま産業厚生常任委員長から議会案第３

号議第６４号議案「上山市立上山城の指定管理

者の指定について」に対する附帯決議について

が提出されました。 

 お諮りいたします。 

 この際、議会案第３号を日程第１３に先立ち

日程に追加し、議題とすることに御異議ありま

せんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○長澤長右衛門議長 御異議なしと認めます。 

 よってこの際、議会案第３号を日程第１３に

先立ち日程に追加し、議題とすることに決しま

した。 
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 議会案第３号 議第６４号議案 「 

        上山市立上山城の指 

        定管理者の指定につ 

        いて」に対する附帯 

        決議について 

 

○長澤長右衛門議長 議会案第３号議第６４号

議案「上山市立上山城の指定管理者の指定につ

いて」に対する附帯決議についてを議題といた

します。 

 提案理由の説明を求めます。 

 産業厚生常任委員長の報告を求めます。 

 産業厚生常任委員長佐藤光義議員。 
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〔佐藤光義産業厚生常任委員長 登壇〕 

○佐藤光義産業厚生常任委員長 議会案第３号 

議第６４号議案「上山市立上山城の指定管理者

の指定について」に対する附帯決議について、

決議案の全文を読み上げまして、提案理由の説

明とさせていただきます。 

 上山市立上山城の指定管理者に指定された公

益財団法人上山城郷土資料館は、令和５年３月

３１日までの今期の指定の期間中、事業の見直

しや、職員の意識改革などに取り組み、また上

山藩立藩４００周年・築城４０周年を記念して、

これまでにないような関連事業を実施したこと

は、大いに評価されるべきものであります。 

 しかしながら、その業務体制等に様々な意見

が示されていることも事実であり、引き続き上

山城郷土資料館を上山城の指定管理者として指

定するに当たり、次の事項について市の対応を

強く求めるものです。 

 １、本市のシンボルの１つである上山城が観

光・文化振興の拠点としての目的を十分達成で

きる業務体制を維持するよう事業者に強く求め

ること。 

 ２、質の高いサービスを提供するため、中・

長期的視野に立った人材確保・育成を行うよう

事業者に強く求めること。 

 以上、決議する。 

 なお、ただいま読み上げました案文につきま

しては、議員各位のお手元に配付しております

ので、よろしく御賛同賜りますようお願い申し

上げ、提案理由といたします。 

○長澤長右衛門議長 これより質疑に入ります。 

 質疑があれば発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○長澤長右衛門議長 質疑はないものと認めま

す。 

 次に、討論に入ります。 

 通告がありませんので、討論はないものと認

めます。 

 よって、採決いたします。 

 議会案第３号議第６４号議案「上山市立上山

城の指定管理者の指定について」に対する附帯

決議については、原案のとおり可決することに

御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○長澤長右衛門議長 御異議なしと認めます。 

 よって、議会案第３号は原案のとおり可決す

ることに決しました。 

 

  ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～   

 日程第１３ 議第５４号 令和４年 

       度上山市一般会計補正 

       予算（第８号）外１件 

       （予算特別委員長報告） 

 

○長澤長右衛門議長 日程第１３、議第５４号

及び日程第１４、議第５５号の計２件を一括議

題といたします。 

 予算特別委員長の報告を求めます。 

 予算特別委員長中川とみ子議員。 

〔中川とみ子予算特別委員長 登壇〕 

○中川とみ子予算特別委員長 今期定例会にお

いて、予算特別委員会に付託されました予算関

係議案２件について審査いたしましたその結果

について御報告申し上げます。 

 なお、全議員で構成する予算特別委員会であ

りますので、ここで再び審査の状況、経過等に

ついて詳細に述べることを省略させていただき、

後日、委員会記録により御承知いただきたいと

存じます。 

 議第５４号令和４年度上山市一般会計補正予
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算（第８号）につきましては、老朽化した中学

校のトイレ改修に要する経費など、早急に予算

措置を必要とするものを中心に編成されたもの

で、歳入歳出それぞれ４，６００万円を追加し、

歳入歳出予算の総額をそれぞれ１９４億２，９

００万円とするもので、採決の結果、原案のと

おり可決すべきものと決しました。 

 最後に、議第５５号令和４年度上山市下水道

事業会計補正予算（第１号）につきましては、

職員の人事異動に伴い、収益的収入は増額せず

に、収益的支出について議決を経なければ流用

できない経費である職員給与費の額を３，９７

８万３，０００円とするもので、採決の結果、

原案のとおり可決すべきものと決しました。 

 以上で報告を終わります。 

○長澤長右衛門議長 これより質疑に入ります。 

 質疑があれば発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○長澤長右衛門議長 質疑はないものと認めま

す。 

 次に、討論に入ります。 

 通告がありませんので、討論はないものと認

めます。 

 よって、採決いたします。 

 予算特別委員長報告の議案２件は原案可決で

ありますが、予算特別委員長報告のとおり決す

ることに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○長澤長右衛門議長 御異議なしと認めます。 

 よって、予算特別委員長報告のとおり決しま

した。 
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 日程第１５ 請願第１号の継続審査 

       の申し出について外２ 

       件 

       （閉会中継続審査申出） 

 

○長澤長右衛門議長 日程第１５、請願第１号

の継続審査の申し出についてから日程第１７、

請願第４号の継続審査の申し出についてまでの

計３件を一括議題といたします。 

 ただいま議題といたしました請願３件は、所

管常任委員長から、目下委員会において審査中

の事件につき、会議規則第１０４条の規定によ

り、お手元に配付いたしました申出書のとおり

継続審査の申出があります。 

 よって、お諮りいたします。 

 所管常任委員長から申出のとおり、閉会中の

継続審査に付することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○長澤長右衛門議長 御異議なしと認めます。 

 よって、所管常任委員長から申出のとおり、

閉会中の継続審査に付することに決しました。 

 

  ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～   

 日程第１８ 議第６８号 上山市一 

       般職の職員の給与に関 

       する条例の一部を改正 

       する条例の制定につい 

       て 

       （追加議案） 

 

○長澤長右衛門議長 日程第１８、議第６８号

上山市一般職の職員の給与に関する条例の一部

を改正する条例の制定についてを議題といたし

ます。 

 提案理由の説明を求めます。市長。 

〔横戸長兵衛市長 登壇〕 

○横戸長兵衛市長 ただいま議題となりました



－１０７－ 

議案について御説明申し上げます。 

 議第６８号上山市一般職の職員の給与に関す

る条例の一部を改正する条例の制定についてで

ありますが、山形県人事委員会の勧告に基づき、

一般職の職員の給料月額及び勤勉手当の支給月

数の改定を行うため、提案するものであります。 

 なお、詳細につきましては、庶務課副主幹か

ら説明申し上げますので、よろしく御審議の上、

御可決くださいますようお願いいたします。 

○長澤長右衛門議長 庶務課副主幹。 

〔菊地智博庶務課副主幹 登壇〕 

○菊地智博庶務課副主幹 命によりまして、議

第６８号上山市一般職の職員の給与に関する条

例の一部を改正する条例の制定について御説明

申し上げます。 

 追加議案書の１ページをお開き願います。 

 このたびの改正は、山形県人事委員会の勧告

に基づき、一般職の職員の給料月額及び勤勉手

当の支給月数の改定を行うため提案するもので

あります。 

 令和４年１０月６日に出されました山形県人

事委員会の勧告では、県内の民間企業と県職員

とを比較し、民間給与を１人当たり平均７３２

円下回っていたことから、給料表を人事院が勧

告した俸給表に準じた上で、管理職層が在職す

る６級以上を除き改定するとともに、特別給の

支給月数についても０．１０月分下回っていた

ことから、４．２５月から４．３５月に０．１

０月分引き上げ、当該引上げ分を勤勉手当に配

分する勧告が出されたものであります。 

 初めに、第１条の改正内容について御説明申

し上げます。 

 第１条は、令和４年１２月における勤勉手当

の支給月数及び給料表を改正するものでありま

す。 

 改正後、改正前の表を御覧ください。 

 第１７条の３第２項第１号につきましては、

職員の勤勉手当についてでありますが、６月、

１２月ともに１００分の９０としているものを、

６月に支給する場合においては１００分の９０、

１２月に支給する場合においては１００分の１

００に改め、１２月の支給月数を０．１０月分

引き上げ、この結果、年間支給月数を１００分

の１８０から１００分の１９０とするものであ

ります。 

 ２ページを御覧ください。 

 第２号は、再任用職員の勤勉手当についてで

ありますが、６月、１２月ともに１００分の４

２．５としているものを、６月に支給する場合

においては１００分の４２．５、１２月に支給

する場合においては１００分の４７．５に改め、

１２月の支給月数を０．０５月分引き上げ、こ

の結果年間支給月数を１００分の８５から１０

０分の９０とするものであります。 

 次に、別表第１で定める行政職給料表の改正

でありますが、２ページから５ページは改正後、

６ページから９ページは改正前となり、県人事

委員会勧告に基づき、給料月額を改めるもので

あります。 

 このたびの改定は、管理職が在職する６級を

除き給料表の水準を引き上げるものでございま

すが、初任給を４，０００円から３，０００円、

若年層については２，０００円程度、管理職層

が在職する６級を除くそのほかについては２０

００円から１００円を引き上げるものでありま

す。 

 一例を申し上げますと、大学新卒の場合、１

級２５号級に格付されますが、改正前の１８万

５，１００円から、改正後の１８万８，１００

円に、３，０００円の増額改定となるものであ
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ります。 

 なお、給料月額の平均改定額は約８２２円で、

平均引上げ幅は０．２７％となります。 

 次に、第２条の改正内容について御説明申し

上げますので、９ページを御覧ください。 

 第２条では、令和５年度以降における勤勉手

当について、第１条で引き上げた勤勉手当の支

給月数を６月と１２月で平準化するものであり

ます。 

 １０ページを御覧ください。 

 第１７条の３第２項第１号につきましては、

職員の勤勉手当についてでありますが、６月に

支給する場合においては１００分の９０、１２

月に支給する場合においては１００分の１００

とあるものを、６月、１２月ともに１００分の

９５に改めるものであります。 

 第２号は、再任用職員の勤勉手当についてで

ありますが、６月に支給する場合においては１

００分の４２．５、１２月に支給する場合にお

いては１００分の４７．５とあるものを、６月、

１２月ともに１００分の４５に改めるものであ

ります。 

 最後に、附則について御説明申し上げます。 

 附則第１項につきましては、施行期日の規定

であり、この条例は公布の日から施行し、令和

４年４月１日に遡って適用することを規定する

ものであります。 

 ただし、第２条については令和５年４月１日

から施行とするものであります。 

 第２項につきましては、改正前の条例の規定

に基づいて支給された給与は、改正後の条例の

規定により支払われる給与の内払いとすること

を定めるものであります。 

 以上で説明を終わりますが、よろしくお願い

申し上げます。 

○長澤長右衛門議長 ３番佐藤光義議員。 

○３番 佐藤光義議員 この際、動議を提出い

たします。 

 ただいま議題となっております議第６８号議

案につきましては、会議規則第３７条第３項の

規定により、委員会の付託を省略されることを

望みます。 

〔「賛成」と呼ぶ者あり〕 

○長澤長右衛門議長 ただいま３番佐藤光義議

員から委員会の付託を省略されたいとの動議が

提出され、所定の賛成者がありますので、動議

は成立いたしました。 

 よって、本動議を直ちに議題といたします。 

 お諮りいたします。 

 本動議のとおり決することに御異議ありませ

んか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○長澤長右衛門議長 御異議なしと認めます。 

 よって、議第６８号議案については委員会の

付託を省略されたいとの動議は可決されました。 

 これより質疑に入ります。 

 質疑、発言を許します。枝松直樹議員。 

○１２番 枝松直樹議員 今回の改定によって、

正職員及び再任用職員の給与が少し上がるとい

うことになると思いますが、非常に多く働いて

いる会計年度任用職員については全く恩恵がな

いということになると思いますけれども、そう

いうことでよろしいんでしょうか。 

○長澤長右衛門議長 庶務課副主幹。 

○菊地智博庶務課副主幹 会計年度任用職員に

つきましては、再任用職員の期末手当と同じよ

うな形で運用させていただいております。 

 今回の人勧に関することで申し上げますと、

再任用職員の勤勉手当ということになりますの

で、会計年度任用職員の手当の増額のほうは考
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えておりません。 

○長澤長右衛門議長 枝松直樹議員。 

○１２番 枝松直樹議員 要するに本市の会計

年度任用職員は、フルタイムではなくてパート

タイムだということを根拠に、今回上げる必要

はないということの結論ですか。 

○長澤長右衛門議長 庶務課副主幹。 

○菊地智博庶務課副主幹 フルタイム、パート

タイム関係なく再任用職員につきましては、職

員とは別に定めておりますので、そういった意

味でパートかフルかで分けているわけではござ

いません。 

○長澤長右衛門議長 枝松直樹議員。 

○１２番 枝松直樹議員 委員会等で質疑をさ

せていただきます。 

○長澤長右衛門議長 ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○長澤長右衛門議長 質疑はないものと認めま

す。 

 次に、討論に入ります。 

 通告がありませんので、討論はないものと認

めます。 

 よって、採決いたします。 

 議第６８号上山市一般職の職員の給与に関す

る条例の一部を改正する条例の制定については、

原案のとおり可決することに御異議ありません

か。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○長澤長右衛門議長 御異議なしと認めます。 

 よって、議第６８号議案は原案のとおり可決

することに決しました。 
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 日程第１９ 議第６９号 上山市特 

       別職に属する者の給与 

       に関する条例の一部を 

       改正する条例の制定に 

       ついて 

       （追加議案） 

 

○長澤長右衛門議長 日程第１９、議第６９号

上山市特別職に属する者の給与に関する条例の

一部を改正する条例の制定についてを議題とい

たします。 

 提案理由の説明を求めます。市長。 

〔横戸長兵衛市長 登壇〕 

○横戸長兵衛市長 ただいま議題となりました

議案について御説明申し上げます。 

 議第６９号上山市特別職に属する者の給与に

関する条例の一部を改正する条例の制定につい

てでありますが、山形県特別職の職員の給与改

定に準じ、必要な改正を行うため提案するもの

であります。 

 なお、詳細につきましては、庶務課副主幹か

ら説明申し上げますので、よろしく御審議の上、

御可決くださいますようお願いいたします。 

○長澤長右衛門議長 庶務課副主幹。 

〔菊地智博庶務課副主幹 登壇〕 

○菊地智博庶務課副主幹 命によりまして、議

第６９号上山市特別職に属する者の給与に関す

る条例の一部を改正する条例の制定について御

説明申し上げます。 

 追加議案書の１１ページをお開き願います。 

 このたびの改正は、山形県特別職の職員の給

与改定に準じ、必要な改正を行うため提案する

ものであります。 

 内容につきましては、市議会議員、市長、副

市長及び教育長の期末手当の支給月数を山形県

の特別職の支給月数と同様に０．０５月分引き

上げるものであります。 
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 初めに、第１条の改正内容について御説明申

し上げます。 

 第１条は令和４年１２月における期末手当の

支給月数を改正するものであります。 

 改正後、改正前の表を御覧ください。 

 第４条でありますが、常勤の特別職である市

長、副市長及び教育長の給与の支給については、

一般職の給与条例の規定の例によるものと定め

ているもので、期末手当の支給月数については、

一般職の給与条例第１６条第２項で定めている

支給月数を読み替える規定となっており、１０

０分の１２２．５とあるのは、１００分の１６

０としているものを１００分の１２２．５とあ

るのは、６月に支給する場合においては１００

分の１６０と、１２月に支給する場合において

は１００分の１６５に改めるものであります。 

 次に、第７条でありますが、市議会議員の期

末手当について定めているものであります。 

 １２ページを御覧ください。 

 １００分の１２２．５とあるのは、１００分

の１６０としているものを１００分の１２２．

５とあるのは、６月に支給する場合においては

１００分の１６０と、１２月に支給する場合に

おいては１００分の１６５に改めるもので、こ

れらの改正により令和４年度の年間支給月数を

０．０５月分引き上げ、１００分の３２０から

１００分の３２５とするものであります。 

 次に、第２条の改正内容について御説明申し

上げます。 

 第２条では、令和５年度以降における期末手

当について、第１条で引き上げた期末手当の支

給月数を６月と１２月で平準化するものであり

ます。 

 第４条でありますが、市長、副市長及び教育

長の期末手当の支給月数について、１００分の

１２２．５とあるのは、６月に支給する場合に

おいては１００分の１６０と、１２月に支給す

る場合においては１００分の１６５としている

ものを１００分の１２２．５とあるのは、１０

０分の１６２．５に改めるものであります。 

 また、第７条につきましては、同様に市議会

議員の期末手当の支給月数について、６月と１

２月で平準化する改正となっております。 

 最後に附則について御説明申し上げます。 

 附則第１項につきましては、施行期日の規定

であり、この条例は公布の日から施行し、令和

４年４月１日に遡って適用することを規定する

ものであります。 

 ただし、第２条の規定については、令和５年

４月１日から施行とするものであります。 

 第２項につきましては、改正前の規定に基づ

いて支給された期末手当は、改正後の規定によ

り支払われる期末手当の内払いとすることを定

めるものであります。 

 以上で説明を終わりますが、よろしくお願い

申し上げます。 

○長澤長右衛門議長 ３番佐藤光義議員。 

○３番 佐藤光義議員 この際、動議を提出い

たします。 

 ただいま議題となっております議第６９号議

案につきましては、会議規則第３７条第３項の

規定により、委員会の付託を省略されることを

望みます。 

〔「賛成」と呼ぶ者あり〕 

○長澤長右衛門議長 ただいま３番佐藤光義議

員から委員会の付託を省略されたいとの動議が

提出され、所定の賛成者がありますので、動議

は成立いたしました。 

 よって、本動議を直ちに議題といたします。 

 お諮りいたします。 
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 本動議のとおり決することに御異議ありませ

んか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○長澤長右衛門議長 御異議なしと認めます。 

 よって、議第６９号議案については委員会の

付託を省略されたいとの動議は可決されました。 

 これより質疑に入ります。 

 質疑、発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○長澤長右衛門議長 質疑はないものと認めま

す。 

 次に、討論に入ります。 

 通告がありませんので、討論はないものと認

めます。 

 よって、採決いたします。 

 議第６９号上山市特別職に属する者の給与に

関する条例の一部を改正する条例の制定につい

ては、原案のとおり可決することに御異議あり

ませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○長澤長右衛門議長 御異議なしと認めます。 

 よって、議第６９号議案は原案のとおり可決

することに決しました。 

 

  ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～   

 日程第２０ 議第７０号 上山市手 

       数料条例の一部を改正 

       する条例の制定につい 

       て 

       （追加議案） 

 

○長澤長右衛門議長 日程第２０、議第７０号

上山市手数料条例の一部を改正する条例の制定

についてを議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。市長。 

〔横戸長兵衛市長 登壇〕 

○横戸長兵衛市長 ただいま議題となりました

議案について御説明申し上げます。 

 議第７０号上山市手数料条例の一部を改正す

る条例の制定についてでありますが、マイナン

バーカードを利用し、コンビニエンスストア等

の多機能端末機を介した住民票の写しなどの交

付に係る手数料の額を引き下げるため提案する

ものであります。 

 なお、詳細につきましては、市民生活課長か

ら説明申し上げますので、よろしく御審議の上、

御可決くださいますようお願いいたします。 

○長澤長右衛門議長 市民生活課長。 

〔佐藤 毅市民生活課長 登壇〕 

○佐藤 毅市民生活課長 命によりまして、議

第７０号上山市手数料条例の一部を改正する条

例の制定について御説明申し上げます。 

 初めに、追加議案書の１４ページをお開き願

います。 

 このたびの改正につきましては、マイナンバ

ーカードを利用し、コンビニエンスストア等の

多機能端末機を介した住民票の写しなどの交付

に係る手数料を引き下げるために、必要な改正

を行うものであります。 

 続きまして、改正内容につきまして御説明申

し上げますので、別途添付しております議第７

０号議案資料を御覧願います。 

 このたびの改正の目的につきましては、コン

ビニエンスストア等に設置されている多機能端

末機を介して、各種証明書を交付する場合、当

該交付に係る手数料を引き下げ、コンビニ交付

の利用を促進するとともに、マイナンバーカー

ドの利用促進を図ることを目的とするものであ

ります。 

 改正の内容につきましては、コンビニ交付を
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行う証明書等に係る交付手数料について、窓口

交付における交付手数料の額から、それぞれ２

００円を減額した額とし、表にお示ししました

とおり戸籍証明書は２５０円、戸籍の附票、住

民票の写し、印鑑登録証明書、課税証明書及び

所得証明書は２００円とするものであります。 

 それでは、条例の改正について御説明申し上

げますので、追加議案書にお戻りいただきまし

て、１４ページをお開き願います。 

 このたびの改正につきましては、別表（第２

条関係）の改正後の欄に掲げる規定に下線で示

すように改正するものであります。 

 初めに、第１項の戸籍の謄本もしくは抄本又

は磁気ディスクをもって調製された戸籍に記載

されている事項の全部若しくは一部を証明した

書面につきましては、金額の欄に括弧書きによ

り多機能端末機（本市の電子計算機と電気通信

回線で接続された地方自治体及び民間事業者等

が設置する端末機で必要な操作を行うことによ

り証明書等を発行する機能を有するものをいう。

以下同じ。）により交付する場合にあっては２

５０円、の記載を加えるものであります。 

 次に、第８項戸籍の附票または除かれた戸籍

の附票に関する写しにつきましては、金額の欄

に括弧書きにより、多機能端末機により交付す

る場合にあっては２００円、の記載を加えるも

のであります。 

 以下、第９項住民票に関する証明、第１２項

印鑑登録に関する証明、１５ページをお開きく

ださい。 

 第２３項課税に関する証明、第２４項所得に

関する証明につきましても、それぞれの金額の

欄に同様に括弧書きにより、多機能端末機によ

り交付する場合にあっては２００円、の記載を

加えるものであります。 

 これによりまして、住民票の写しなどの証明

書をコンビニ交付により取得する場合の交付手

数料を市民生活課窓口での交付手数料より２０

０円引き下げるものであります。 

 最後に、１６ページの附則につきましては、

この条例は公布の日から施行するとするもので

あります。 

 以上で説明を終わりますが、よろしくお願い

申し上げます。 

○長澤長右衛門議長 １０番中川とみ子議員。 

○１０番 中川とみ子議員 この際、動議を提

出いたします。 

 ただいま議題となっております議第７０号議

案につきましては、会議規則第３７条第３項の

規定により、委員会の付託を省略されることを

望みます。 

〔「賛成」と呼ぶ者あり〕 

○長澤長右衛門議長 ただいま１０番中川とみ

子議員から委員会の付託を省略されたいとの動

議が提出され、所定の賛成者がありますので、

動議は成立いたしました。 

 よって、本動議を直ちに議題といたします。 

 お諮りいたします。 

 本動議のとおり決することに御異議ありませ

んか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○長澤長右衛門議長 御異議なしと認めます。 

 よって、議第７０号議案については、委員会

の付託を省略されたいとの動議は可決されまし

た。 

 これより質疑に入ります。 

 質疑、発言を許します。川崎朋巳議員。 

○１３番 川崎朋巳議員 本議案に関しては、

市民の利便性向上に資するものであると考えま

す。 
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 つきまして、２点に関して質問がございます。 

 まず初めに、今まで庁舎内で証明書、各種証

明書を発行したと思いますが、コンビニでの端

末での発行が可能になるということで、庁舎の

発行とコンビニにおける発行、現時点でどのよ

うな割合になると推測されておられるのかがま

ず１点。 

 もう１点は、手数料収入、コンビニで発行し

た場合、減額になるということですが、手数料

収入における今後どのような予測を立てておら

れるのか、以上２点についてお示しいただきた

いと思います。 

○長澤長右衛門議長 市民生活課長。 

○佐藤 毅市民生活課長 まず、利用の見込み

でございますけれども、先行している自治体の

状況などを見ますと、初年度は１から２％程度

のところからの利用開始というふうな状況でご

ざいます。ただ、２年、３年目となるにつれ利

用は倍倍というふうに増えていく自治体が多い

ということでございます。 

 利用料金につきましては、そのパーセントに

応じて手数料収入は減額が見込まれるところで

ございますけれども、このたびそのコンビニ交

付について差額を引き下げることによりまして、

利用の後押しを図りたいというふうに思ってお

ります。初年度の分はなかなか先進事例の数も

少ないものですから、何％程度というところは

一概には言えませんけれども、ほかの自治体が

初年度一、二％というようなところもございま

すので、それよりは利用は伸びていくのではな

いかなというふうに考えております。 

○長澤長右衛門議長 枝松直樹議員。 

○１２番 枝松直樹議員 今の川崎議員の質問

を踏まえて、私もちょっと心配していることが

あるんですが、例えば窓口に来ても、どれを取

ったらいいか分からなくて、職員に相談しなが

ら、例えば謄本や抄本、あるいは税務関係だと

か課税証明書とか、こういうやり取りがコンビ

ニではできないと思うんです。最近は日本人だ

けじゃなくて外国の籍の方なんかもコンビニで

働いていたりして、間違ってもし証明書を取っ

てしまったら、それはもう本人の責任でこれ捨

てるしかないと思うんですけれども、そういっ

たコンビニに対する、スタッフに対する研修と

いいますか、そういったことなどはどのように

考えておられますか。 

○長澤長右衛門議長 市民生活課長。 

○佐藤 毅市民生活課長 コンビニ交付自体の

仕組みにつきましては、全国的展開をしている

仕組みでございますので、多機能端末機を設置

しているコンビニの店舗においても、十分情報

は入っているものというふうに思われます。 

 私どもといたしましては、まずは市民の方に

周知をするとともに、市内のほうに８店舗ほど

コンビニがあるということでございますので、

そういった周知広報の中でコンビニのほうにも

まずは周知を図っていきたいというふうに考え

ております。 

○長澤長右衛門議長 枝松直樹議員。 

○１２番 枝松直樹議員 これは、２４時間、

真夜中でもということでしょうか、そこをまず

最初に確認します。何時から何時まで交付でき

るのか。 

○長澤長右衛門議長 市民生活課長。 

○佐藤 毅市民生活課長 コンビニ交付の可能

な利用時間でございますけれども、午前６時半

から午後１１時までというふうになっておりま

す。 

 ただし、年末の１２月２９日から１月３日ま

での期間、こちらはコンビニ交付の利用が全く
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できない期間ということになります。 

○長澤長右衛門議長 枝松直樹議員。 

○１２番 枝松直樹議員 分かりました。時間

帯も一定の制限はあるということですが、店員

さんと市民がトラブルになって、がちゃがちゃ

となってもちょっと困りものだと思いますので、

恐らくコンビニの人はもうそれ以上面倒くさく

て分からないから、どうぞ市役所行ってくださ

いということに最終的になるんだと思いますけ

れども、スムーズな運営になるようにぜひ御配

慮をお願いしたいと思います。 

○長澤長右衛門議長 ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○長澤長右衛門議長 質疑はないものと認めま

す。 

 次に、討論に入ります。 

 通告がありませんので、討論はないものと認

めます。 

 よって、採決いたします。 

 議第７０号上山市手数料条例の一部を改正す

る条例の制定については、原案のとおり可決す

ることに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○長澤長右衛門議長 御異議なしと認めます。 

 よって、議第７０号議案は原案のとおり可決

することに決しました。 

 

  ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～   

 日程第２１ 議第７１号 令和４年 

       度上山市一般会計補正 

       予算（第９号） 

       （追加議案） 

 

○長澤長右衛門議長 日程第２１、議第７１号

令和４年度上山市一般会計補正予算（第９号）

を議題といたします。 

 提案理由の説明を求めます。市長。 

〔横戸長兵衛市長 登壇〕 

○横戸長兵衛市長 ただいま議題となりました

議案について御説明申し上げます。 

 議第７１号令和４年度上山市一般会計補正予

算（第９号）についてでありますが、今回の補

正予算は、山形県人事委員会の勧告等に伴い、

職員人件費等を増額するほか、国の制度による

出産・子育て応援給付金等を計上するものであ

ります。 

 その結果、歳入歳出それぞれ５，０００万円

を追加し、予算の総額を１９４億７，９００万

円とするものであります。 

 なお、詳細につきましては、財政課長から説

明申し上げますので、よろしく御審議の上、御

可決くださいますようお願いいたします。 

○長澤長右衛門議長 財政課長。 

〔鈴木英夫財政課長 登壇〕 

○鈴木英夫財政課長 命によりまして、議第７

１号令和４年度上山市一般会計補正予算（第９

号）について、御説明を申し上げます。 

 追加議案書の１７ページをお開き願います。 

 令和４年度上山市の一般会計補正予算（第９

号）は、次に定めるところによるものでありま

す。 

 歳入歳出予算の補正、第１条、歳入歳出予算

の総額に歳入歳出それぞれ５，０００万円を追

加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ

１９４億７，９００万円とするものであります。 

 第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及

び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出

予算の金額は、「第１表 歳入歳出予算補正」

によるものであります。 

 次に、第１表 歳入歳出予算補正の説明でご
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ざいますが、重複説明を避けるため、事項別明

細書により御説明申し上げます。 

 なお、今回の補正につきましては、人件費の

補正を計上しておりますので、給与費明細書か

ら御説明申し上げます。 

 ４１ページをお開き願います。 

 最初に特別職について御説明申し上げます。 

 左端の欄を御覧ください。 

 補正後、補正前、比較の順に記載しておりま

すが、比較の行を御覧ください。 

 長等では、給与費で１５万２，０００円、共

済費で１万１，０００円、合計では１６万３，

０００円の増でありますが、期末手当支給月数

改正によるものであります。 

 議員では、給与費で３８万５，０００円の増

でありますが、期末手当支給月数改正によるも

のであります。 

 次のページ、４２、４３ページをお開き願い

ます。 

 一般職について御説明申し上げます。 

 最上段の表であります（１）の総括を御覧く

ださい。 

 左から職員数、給与費、共済費及び合計であ

り、備考には退職手当組合負担金について記載

しております。 

 それぞれ補正後、補正前、比較の順に記載し

ておりますが、比較の行を御覧ください。 

 山形県人事委員会の勧告により給与費では、

１，３６７万５，０００円の増、共済費では２

１７万５，０００円の増で、合計では１，５８

５万円の増額となり、これに退職手当組合負担

金５０万７，０００円の増と合わせますと、一

般職の職員人件費は１，６３５万７，０００円

の増額となるものであります。 

 そのほかの記載につきましては御参照願いま

す。 

 以上が、給与費明細書の説明でありますが、

これから御説明申し上げます事項別明細書での

職員人件費について、給与費明細書の説明と重

複する部分の説明を省略させていただきますの

で、よろしくお願いいたします。 

 それでは、事項別明細書の歳出から御説明申

し上げますので、２７ページ、２８ページをお

開き願います。 

 最初に、１款議会費１項１目議会費は５８万

３，０００円を追加し、補正後の額を１億５，

８６１万８，０００円とするものでありますが、

議員報酬等及び職員人件費の増によるものであ

ります。 

 ２款総務費につきましては、全て職員人件費

等の増によるものでありますので、一括説明と

し、補正後の額につきましては省略させていた

だきます。 

 １項１目一般管理費は３２３万８，０００円

の増でありますが、特別職給与等及び職員人件

費の増によるものであります。 

 ９目交通安全対策費は１０万１，０００円の

増、２項１目税務総務費は９３万６，０００円

の増、３項１目戸籍住民基本台帳費は２７万５，

０００円の増。 

 次のページ、２９、３０ページをお開き願い

ます。 

 ４項１目選挙管理委員会費は４万４，０００

円の増。 

 ５項１目統計調査総務費は８万５，０００円

の増。 

 ６項１目監査委員費は９万７，０００円の増

であります。 

 ３款民生費につきましては、全て職員人件費

の増によるものでありますので、一括説明とし、
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補正後の額につきましては省略させていただき

ます。 

 １項１目社会福祉総務費は４０万１，０００

円の増。 

 ３目高齢者福祉費は１３万５，０００円の増。 

 ４目国民年金費は１４万１，０００円の増。

 次のページ、３１、３２ページをお開き願い

ます。 

 ２項１目児童福祉総務費は２１５万２，００

０円の増。 

 ３項１目生活保護総務費は１４万円の増であ

ります。 

 ４款衛生費１項１目保健衛生総務費は２，２

８４万７，０００円を追加し、補正後の額を２

億６，３２５万５，０００円とするものであり

ますが、保健対策推進事業費では、人件費を増

額し、出産・子育て応援給付金事業費では、国

の出産・子育て応援給付金事業により、妊娠や

出産を届け出た妊産婦等に対し、出産育児関連

用品購入等の経済的な支援として、妊婦１人当

たり５万円、新生児１人当たり５万円を支給す

るものであります。 

 対象者は、令和４年４月から令和５年３月ま

での新生児約１３０人及び妊娠等の届出者約７

０人であり、今後令和５年１月に対象者に対し

て申請書等を送付し、２月以降順次支給する予

定であります。 

 そのほか、職員人件費を増額するものであり

ます。 

 ６款農林水産業費１項１目農業委員会費は１

６万３，０００円を追加し、補正後の額を４，

０２０万９，０００円とするものでありますが、

農業者年金事業費に係る人件費の増及び職員人

件費の増によるものであります。 

 次のページ、３３、３４ページをお開き願い

ます。 

 ２目農業総務費は４６万３，０００円を追加

し、補正後の額を１億３７４万２，０００円と

するものでありますが、職員人件費の増による

ものであります。 

 ３目農業振興費は１，１１４万５，０００円

を追加し、補正後の額を１億６，７４０万４，

０００円とするものでありますが、ブランド化

推進事業費で、国の産地生産基盤パワーアップ

支援事業を活用し、サクランボ、ブドウなどの

雨よけ資材等の整備を行う事業者に対し、補助

率国２分の１の補助金を措置するものでありま

す。 

 ４目畜産業費は４万３，０００円を追加し、

補正後の額を３，２４６万４，０００円とする

ものでありますが、職員人件費の増によるもの

であります。 

 ２項１目林業総務費は５万円を追加し、補正

後の額を１，４０２万２，０００円とするもの

でありますが、職員人件費の増によるものであ

ります。 

 ７款商工費１項１目商工総務費は８７万６，

０００円を追加し、補正後の額を１億４８５万

円とするものでありますが、職員人件費の増に

よるものであります。 

 ８款土木費につきましては、全て職員人件費

の増によるものでありますので、一括説明とし、

補正後の額につきましては省略させていただき

ます。 

 １項１目土木総務費は１０万３，０００円の

増。 

 次のページ、３５、３６ページをお開き願い

ます。 

 ２項１目道路橋梁総務費は３２万４，０００

円の増。 
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 ４項１目都市計画総務費は４９万９，０００

円の増。 

 ２目公園費は９万８，０００円の増。 

 ５項１目住宅管理費は１４万９，０００円の

増であります。 

 ９款消防費１項１目常備消防費は３０７万５，

０００円を追加し、補正後の額を３億７，７０

６万１，０００円とするものでありますが、職

員人件費の増によるものであります。 

 １０款教育費につきましては、全て職員人件

費等の増によるものでありますので、一括説明

とし、補正後の額につきましては省略させてい

ただきます。 

 １項１目教育委員会費は６４万４，０００円

の増でありますが、教育長給与等及び職員人件

費の増によるものであります。 

 次のページ、３７、３８ページをお開き願い

ます。 

 ２項１目学校管理費は２４万５，０００円の

増。 

 ３項１目学校管理費は１０万８，０００円の

増。 

 ４項１目学校給食費は１０万４，０００円の

増。 

 ５項１目社会教育総務費は５１万３，０００

円の増。 

 次のページ、３９、４０ページをお開き願い

ます。 

 ６項１目保健体育総務費は２２万３，０００

円の増であります。 

 以上で、歳出の説明を終わりまして、歳入の

説明を申し上げます。 

 前に戻りまして、２５ページ、２６ページを

お開き願います。 

 １６款県支出金２項３目衛生費県補助金は１，

９１２万５，０００円を追加し、補正後の額を

３，３１２万２，０００円とするものでありま

すが、妊産婦等への支援に対する出産・子育て

応援給付金を計上するものであります。 

 ４目農林水産業費県補助金は１，１１４万５，

０００円を追加し、補正後の額を１億８，６９

９万８，０００円とするものでありますが、生

産施設整備に対する産地生産基盤パワーアップ

事業費補助金を増額計上するものであります。 

 １９款繰入金１項１目基金繰入金は１，９７

３万円を追加し、補正後の額を１３億５，８０

４万８，０００円とするものでありますが、財

政調整基金取りくずしを増額計上するものであ

ります。 

 以上で説明を終わりますが、よろしくお願い

いたします。 

○長澤長右衛門議長 １２番枝松直樹議員。 

○１２番 枝松直樹議員 この際、動議を提出

いたします。 

 ただいま議題となっております議第７１号議

案につきましては、会議規則第３７条第３項の

規定により、委員会の付託を省略されることを

望みます。 

〔「賛成」と呼ぶ者あり〕 

○長澤長右衛門議長 ただいま１２番枝松直樹

議員から委員会の付託を省略されたいとの動議

が提出され、所定の賛成者がありますので、動

議は成立いたしました。 

 よって、本動議を直ちに議題といたします。 

 お諮りいたします。 

 本動議のとおり決することに御異議ありませ

んか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○長澤長右衛門議長 御異議なしと認めます。 

 よって、議第７１号議案については委員会の
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付託を省略されたいとの動議は可決されました。 

 これより質疑に入ります。 

 質疑は、歳入歳出を一括して行います。 

 質疑発言を許します。守岡等議員。 

○４番 守岡 等議員 ３２ページ目の出産・

子育て応援給付金事業費についてであります。 

 対象が既に生まれた１３０人とプラス現在妊

娠中の７０名ということで予算化されています

けれども、今妊娠中の７０名の方は、生まれた

段階で親と子どもの５万円ずつ、１０万円支給

になるというこういう理解でよろしいんでしょ

うか。 

○長澤長右衛門議長 福祉課長。 

○鏡 裕一福祉課長 この事業は令和４年４月

以降に出産された方の子どもさんに対して給付

にする事業でありまして、もう既に生まれてい

る方については１月以降申請を受け付けいたし

まして、妊婦対象者５万円、子ども１人５万円、

合わせて１０万円を一括で支給する予定です。 

 ２月以降ですけれども、これまで出産届で母

子健康手帳を交付を受けた方については、同時

に妊婦へ対して５万円ということで支給する予

定で、出産を待たずに支給することを想定して

おります。 

○長澤長右衛門議長 ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○長澤長右衛門議長 質疑はないものと認めま

す。 

 次に、討論に入ります。 

 通告がありませんので、討論はないものと認

めます。 

 よって、採決いたします。 

 議第７１号令和４年度上山市一般会計補正予

算（第９号）は、原案のとおり可決することに

御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○長澤長右衛門議長 御異議なしと認めます。 

 よって、議第７１号議案は原案のとおり可決

することに決しました。 

 最後にお諮りいたします。 

 今期定例会において議決されました議案の中

で、条項、字句、数字、その他整理を要するも

のにつきましては、その整理を議長に委任願い

たいと思いますが、これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○長澤長右衛門議長 御異議なしと認めます。 

 よって、条項、字句、数字、その他整理を要

するものにつきましては、議長に委任すること

に決しました。 

 

  ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～   

閉  会 

 

○長澤長右衛門議長 以上で今期定例会の日程

の全部を終了いたしました。 

 これをもって第５２８回定例会を閉会いたし

ます。 

    午前１１時４２分 閉 会 
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